
臨
時
支
部
長
会
議
の
開
催

機
関
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
、
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

　�

　
支
部
長
会
議
で
は
、
審
査
に
か
か
わ
る
議
案

や
審
査
会
員
・
会
友
の
承
認
等
に
つ
い
て
も
審

議
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
の
構
成

で
は
審
査
会
員
や
会
友
の
意
向
が
十
分
反
映
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
代

行
機
関
で
は
支
部
長
の
ほ
か
若
干
名
の
審
査
会

員
及
び
会
友
を
加
え
た
代
表
者
に
よ
っ
て
審
議

決
定
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
支
部
長
会
議
の
名
称
を
「
代
表
者

会
議
」
と
変
更
し
、
そ
の
構
成
を
左
記
の
よ
う

に
変
更
し
ま
す
。

　
代
表
者
会
議
の
構
成
（
申
し
合
わ
せ
事
項
）

ア
　
支
部
長

イ
　
写
真
道
展
審
査
会
員

　
当
番
審
査
会
員
以
外
の
審
査
会
員
の
半
数
を
選

定
す
る
。
な
お
、
出
席
者
は
代
表
者
会
議
の
都

度
、
順
次
交
代
す
る
も
の
と
す
る

ウ
　
写
真
道
展
会
友

　
会
友
の
承
認
年
度
順
に
2
名
を
選
定
す
る
（
支

部
長
を
除
く
）。

補
　
足

　
審
査
会
員
が
隔
年
、
写
真
道
展
の
審
査
を
担
当

（
当
番
）
し
て
い
る
状
況
下
、
審
査
を
担
当
し
な

い
審
査
会
員
の
中
か
ら
半
数
を
選
定
す
る
も
の

で
、
そ
の
選
定
は
役
員
会
が
行
い
ま
す
。

　
会
友
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
支
部
長
の

4
割
弱
の
11
名
が
会
友
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
定

程
度
会
友
に
関
わ
る
意
見
は
反
映
で
き
る
も
の
と

思
わ
れ
、
会
友
の
出
席
を
2
名
と
し
て
い
ま
す
。

⑵�
代
表
者
会
議
の
成
立
要
件
に
つ
い
て

　�
　
代
表
者
会
議
の
成
立
要
件
を
規
約
に
明
文
化

す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
要
件
を
「
代
表
者
会
議

構
成
員
の
過
半
数
」
と
規
定
し
ま
す
。

3
　
規
約
改
正
に
つ
い
て

　
以
上
の
改
正
に
と
も
な
い
第
3
章
の
7
条
は
、

「
本
会
の
事
業
お
よ
び
会
計
年
度
は
、
毎
年
7
月

1
日
に
始
ま
り
翌
年
の
6
月
30
日
を
も
っ
て
終
わ

ら
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
4
か
月
間
は
新
旧
メ

ン
バ
ー
が
同
時
に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

運
営
上
様
々
な
不
都
合
を
生
じ
て
い
る
。

⑶�

支
部
長
会
議
当
日
は
、
直
後
に
表
彰
式
な
ど
を

控
え
て
、
審
議
時
間
が
制
約
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
写
真
協
会

と
写
真
道
展
の
会
計
年
度
を
一
本
化
す
る
こ
と
と

し
、
会
計
年
度
を
毎
年
7
月
1
日
か
ら
、
翌
年
の

6
月
30
日
ま
で
と
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
総
会

は
会
計
監
査
終
了
後
の
7
月
開
催
と
な
り
ま
す
。

2
　
支
部
長
会
議
の
改
編
に
つ
い
て

⑴�

支
部
長
会
議
は
、
規
約
第
5
章
「
会
議
」
の
第

28
条
の
規
定
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
総
会
の
代
行

審
　
議
　
内
　
容

1
　
会
計
年
度
の
変
更
に
つ
い
て

　
本
協
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
5
月
1
日
か
ら

翌
年
4
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

こ
と
に
よ
り
左
記
の
よ
う
な
問
題
を
生
じ
て
い
ま

す
。

⑴�

写
真
道
展
・
道
展
作
品
集
の
事
業
会
計
が
8
月

に
終
了
す
る
の
で
、
事
業
・
決
算
報
告
と
次
期

事
業
計
画
・
予
算
案
は
9
月
に
審
議
さ
れ
る
べ

き
と
こ
ろ
、
半
年
以
上
遅
れ
の
5
月
の
支
部
長

会
議
で
報
告
・
審
議
さ
れ
て
い
る
。

⑵�

写
真
協
会
の
役
員
は
総
会
後
の
5
月
か
ら
活
動

を
開
始
、
実
行
委
員
は
事
業
終
了
後
の
9
月
か

る
。」
に
、
5
章
の
第
27
条
は
「
代
表
者
会
議
」

に
、
28
条
は
「
…
た
だ
し
、
代
表
者
会
議
に
よ
り

こ
れ
を
代
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
代
表
者
会
議

は
支
部
長
お
よ
び
若
干
名
の
写
真
道
展
審
査
会
員

並
び
に
写
真
道
展
会
友
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
ま

た
、
代
表
者
会
議
は
代
表
者
会
議
構
成
員
の
過
半

数
の
出
席
（
委
任
状
を
含
む
）
を
も
っ
て
成
立
す

る
」
と
改
正
さ
れ
ま
す
。

4
　
暫
定
予
算
に
つ
い
て

　
令
和
2
年
5
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
予

算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
例
年
、
5
月
及
び
6
月

の
本
協
会
の
予
算
執
行
額
が
僅
少
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
例
外
的
に
次
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と

し
、
予
定
さ
れ
る
7
月
の
総
会
に
お
い
て
当
該
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
を
行
い
ま
す
。

・
写
真
協
会
会
計

①
例
年
通
り
5
月
に
監
査
を
受
け
る
。

②�

5
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
の
暫
定
予
算

を
組
み
7
月
に
監
査
を
受
け
る
。

・
写
真
道
展
会
計

③�

事
業
が
終
了
し
て
い
る
6
月
末
で
会
計
を
締

め
、
7
月
に
監
査
を
受
け
る
。

　
以
上
、
す
べ
て
の
審
案
に
つ
い
て
承
認
を
い
た

だ
き
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
師
走
の
日
曜
日
に
遠
方
か
ら
も
多
数
の
支
部
長

さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
貴
重
な
ご
意
見
を

多
数
頂
戴
し
ま
し
た
。
役
員
一
同
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
道
写
協
の
発
展
を
願
っ
て

役
員
一
同
頑
張
っ
て
行
く
所
存
で
す
。

　
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

（
河
江
利
幸
）

慶
弔
規
定
の
変
更

　
北
海
道
写
真
協
会
規
約
の
付
則
の
第
7
項

2
、�

本
会
役
員
、
審
査
会
員
の
配
偶
者
が
逝
去
し

た
と
き
　
供
花
、
弔
電

3
、�

本
会
役
員
、
審
査
会
員
の
父
母
が
逝
去
し
た

と
き
　
弔
電

を
削
除
と
し
ま
す
（
令
和
2
年
か
ら
施
行
）

道写協
北
海
道
写
真
協
会

事
務
局
■
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
3
丁
目
6
道
新
文
化
事
業
社
内

0
1
1
・
2
1
0
・
5
7
3
5（
直
通
）
0
1
1
・
2
0
7
・
3
9
3
9（
F
A
X
）

http://w
w
w
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去
る
12
月
1
日
、
北
海
道
新
聞
社
2
階
A
会
議
室
に
お
い
て
臨
時
支
部
長
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
議
に
は
札
幌
、
恵
庭
、
函
館
、
小
樽
、
余
市
、
岩
見
沢
、
芦
別
、
三
笠
、
滝
川
、

奈
井
江
、
旭
川
、
上
川
、
室
蘭
、
留
萌
、
深
川
、
苫
小
牧
、
浦
河
、
帯
広
、
釧
路
の
19
支
部
、

（
委
任
状
提
出
は
12
支
部
）
の
出
席
を
得
て
、
北
海
道
新
聞
社
事
業
セ
ン
タ
ー
事
業
委
員
の
塩

野
谷
泰
宏
氏
、
武
藤
省
吾
顧
問
が
出
席
の
も
と
、
滝
川
支
部
長
の
渡
辺
精
郎
氏
が
議
長
に
選
出

さ
れ
、
次
の
議
案
を
審
議
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
　
案

1
　
写
真
協
会
と
写
真
道
展
の
会
計
年
度
を
一
本
化
す
る
。
総
会
は
7
月
開
催
に
。

2
　�

支
部
長
会
議
を
改
編
し
、
支
部
長
に
若
干
名
の
写
真
道
展
審
査
会
員
及
び
写
真
道
展
会

友
を
加
え
た
代
表
者
会
議
と
す
る
。

3
　
以
上
の
改
正
に
基
づ
く
規
約
改
正
と
暫
定
予
算
に
つ
い
て
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審
査
委
員
長
　
田
嶋
　
英
夫

　
道
内
最
大
の
写
真

公
募
展
「
写
真
道

展
」
も
、
67
回
を
迎

え
ま
し
た
。

　
長
年
継
続
で
き
た

の
も
、
諸
先
輩
審
査
会
員
、
本
部
役
員
、
各
支
部

長
は
じ
め
全
道
の
写
真
愛
好
家
の
写
真
に
対
す
る

熱
意
の
表
れ
と
察
し
ま
す
。

　
伝
統
あ
る
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
委
員
長
の

指
名
を
頂
き
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
つ
つ
、
次
世

代
に
向
け
て
の
写
真
文
化
の
向
上
に
、
微
力
な
が

ら
貢
献
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
全
道
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
力
作
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
審
査
で
き
る
幸
せ
を
噛
み
し
め
て
お
り
ま
す
。

　
写
真
道
展
の
大
き
な
特
徴
は
、
各
部
門
一
席
受

賞
者
に
「
大
臣
賞
」
が
贈
呈
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら

「
第
67
回
写
真
道
展
大
賞
」
が
贈
ら
れ
る
栄
誉
が

与
え
ら
れ
ま
す
。
審
査
会
は
、
2
日
間
に
わ
た

り
、
二
十
数
名
の
審
査
会
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま

す
。
全
道
か
ら
応
募
さ
れ
た
約
5
千
点
を
超
え
る

作
品
を
一
次
か
ら
六
次
の
最
終
審
査
ま
で
、
厳
正

か
つ
慎
重
な
雰
囲
気
の
中
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
新
鮮
な
視
点
で
、
見
る
人
の
心
に
響
く
多
く
の

作
品
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
第
一
部
」
自
由
の
部

　
自
分
を
取
り
巻
く
日
常
で
の
生
活
や
出
来
事
、

ハ
プ
ニ
ン
グ
な
ど
、
写
真
な
ら
で
は
の
一
瞬
を
表

現
し
て
ほ
し
い
。
デ
ジ
カ
メ
の
性
能
の
向
上
は
目

覚
ま
し
く
、
日
々
の
生
活
の
中
で
、
ア
ン
テ
ナ
を

張
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス

は
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
入
賞
作
品
を
参
考
に
し

が
ち
で
す
が
、
自
分
な
り
の
感
覚
で
捉
え
た
自
信

作
も
大
歓
迎
。
審
査
で
は
多
く
の
作
品
群
の
中
か

ら
、
そ
の
よ
う
な
傑
作
を
探
し
出
し
た
い
の
で
す
。

「
第
二
部
」
観
光
・
産
業

　
道
内
は
、
近
年
外
国
か
ら
の
観
光
客
も
増
え
、

雄
大
な
景
色
の
連
続
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま

す
。
観
光
と
産
業
は
一
見
無
関
係
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
実
は
、
人
と
の
関
り
が
有
っ
て
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
の
で
す
。
単
な
る
美
し
い
場
所
の

紹
介
や
産
業
風
景
で
な
く
、
生
き
生
き
と
仕
事
や

観
光
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
人
々
や
生
活
の

営
み
な
ど
光
と
影
を
生
か
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
作

品
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
第
三
部
」
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
部

　
四
季
の
変
化
に
恵
ま
れ
た
道
内
は
、
風
景
写
真

の
宝
庫
と
も
言
え
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
に
多
く
の
傑
作
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
人
ま
ね
で
は
な
く
、
改
め
て
自
分
の
身
の
周

り
の
見
慣
れ
た
風
景
に
視
点
を
向
け
て
欲
し
い
の

で
す
。

　「
地
元
の
利
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
自
分

だ
け
の
時
間
帯
や
季
節
の
変
化
に
敏
感
に
反
応
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
と
は
自
然
と

対
話
す
る
こ
と
で
す
。
自
分
と
の
孤
独
な
戦
い
の

中
か
ら
新
作
は
誕
生
し
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
作
品
を
私
た
ち
は

決
し
て
見
逃
し
ま
せ
ん
。
傑
作
は
意
外
に
近
く
に

存
在
す
る
の
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
北
海
道
な
の
で
す
。

※�

「
第
二
部
」
と
「
第
三
部
」
で
は
「
合
成
・
デ

ジ
タ
ル
加
工
」
は
禁
じ
ら
れ
て
ま
す
の
で
、
ご

注
意
し
て
頂
き
た
い
。

「
第
四
部
」
学
生
の
部

　
昨
年
か
ら
新
設
さ
れ
た
学
生
を
対
象
と
し
た
部

門
で
す
。
高
文
連
の
審
査
委
員
長
も
経
験
し
て
い

ま
す
が
、
技
術
や
表
現
の
自
由
さ
に
圧
倒
さ
れ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
写
真
で
自
分
の
想
い
や
表
現
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
欲
し
い
。
大
人
の
真
似
で
は
な
く
自
分
の
感
性

を
信
じ
て
下
さ
い
。
学
生
生
活
の
中
で
の
心
に
残

る
一
瞬
を
見
せ
て
下
さ
い
。

★
終
わ
り
に
★

　
モ
ノ
ク
ロ
か
ら
ネ
ガ
カ
ラ
ー
、
リ
バ
ー
サ
ル
か

ら
デ
ジ
タ
ル
と
写
真
表
現
も
大
き
な
変
化
を
遂
げ

ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
に
な
り
、
誰
で
も
「
そ
れ
な

り
」
に
「
簡
単
に
」
撮
影
や
プ
リ
ン
ト
作
業
が
で

き
る
時
代
と
な
り
、
何
を
ど
の
よ
う
に
撮
影
し
て

表
現
す
る
の
か
？
に
作
者
の
力
量
が
試
さ
れ
ま
す
。

　
印
刷
媒
体
で
は
な
く
、
作
品
展
を
多
く
見
て
、

生
の
作
品
か
ら
撮
影
の
ヒ
ン
ト
を
受
け
止
め
て
頂

き
た
い
。
き
ら
り
と
光
る
作
品
は
、
一
次
審
査
か

ら
審
査
員
の
心
に
残
り
ま
す
。
そ
ん
な
素
敵
な
作

品
が
応
募
さ
れ
る
こ
と
を
私
た
ち
は
待
っ
て
い
ま

す
。
写
真
道
展
を
機
会
に
、
多
く
の
写
友
と
の
出

会
い
な
ど
、
写
真
が
縁
で
の
豊
か
な
写
真
ラ
イ
フ

が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

写
真
歴

1
9
4
7
年
　
新
ひ
だ
か
町
生
ま
れ

1
9
7
9
年
　
北
海
道
写
真
協
会
入
会

1
9
9
1
年
　
無
審
査
会
員
奨
励
賞

1
9
9
3
年
　�

北
海
道
写
真
協
会
審
査
会
員
推
挙

（
審
査
会
員
26
年
）

2
0
1
9
年
　
北
海
道
写
真
協
会
副
会
長

◦
主
な
全
国
展
入
賞
歴

　
全
国
二
科
展
　
国
際
サ
ロ
ン
　
全
日
本
写
真
展

　
日
本
の
自
然
写
真
展
（
何
れ
も
複
数
回
）

　
そ
の
他

・�

札
幌
市
、
苫
小
牧
市
他
各
市
町
村
に
て
個
展
35

回
開
催

・
三
石
町
　
写
団
　
写
楽
主
宰

・
三
石
町
文
化
賞
　
日
高
管
内
地
域
教
育
実
践
表
彰

第
67
回
写
真
道
展
に
む
け
て

「駿馬の丘」　Photo by tajima
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…
50
周
年
記
念
誌
か
ら
…
　
岩
見
沢
支
部

支
部
長
　
鈴
木
　
佳
夫

　
昭
和
45
年
に
写
真
好
き
の
17
人
が
結
成
し
た
写

真
集
団
「
こ
ぶ
し
」
を
端
緒
と
し
て
岩
見
沢
支
部

が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
支
部
創
立
か
ら
今
日
ま
で
の
歩
み
は
順
風
満
帆

で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
半
世
紀
の
歴
史
を

紡
い
だ
源
泉
は
、
写
真
に
熱
情
を
注
ぎ
続
け
て
き

た
先
輩
諸
氏
の
労
苦
は
も
と
よ
り
、
写
真
の
そ
の

も
の
が
持
っ
て
い
る
魅
力
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
私
た
ち
が
実
感
し
て
い
る
月
例
会
の
あ
の

充
実
し
た
楽
し
い
時
間
は
先
輩
諸
氏
が
造
り
育
て

て
く
れ
た
も
の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
月
例
会
は
、
実
に
フ

ラ
ッ
ト
で
自
由
な
雰
囲
気

の
中
で
全
員
発
言
の
実
り

あ
る
楽
し
い
写
真
談
議
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
互
選

審
査
は
、
自
分
の
責
任
と

眼
力
を
培
い
自
己
の
力
量

を
高
め
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
写

真
を
語
り
合
え
る
仲
間
と

素
晴
し
い
傑
作
に
出
会
え

る
こ
と
を
享
受
し
腹
底
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
支
部
活
動

は
「
写
真
の
魅
力
を
極
め

何
よ
り
も
写
真
に
拘
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
広
め
そ

し
て
伝
え
て
い
く
こ
と
」
を
中
心
に
据
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
北
海
道
写
真
協
会
会

長
中
野
潤
子
様
に
は
公
私
と
も
に
ご
多
用
の
と
こ

ろ
祝
賀
会
に
出
席
賜
り
ま
し
た
こ
と
と
、
平
素
よ

り
岩
見
沢
支
部
に
賜
り
ま
し
た
ご
指
導
ご
支
援
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
事
業
は
、
次
の
通
り
で
す
。

㈠�

月
例
会
10
回
（
4
月
は
年
次
総
会
・
懇
親
会
、

12
月
は
忘
年
会
）

㈡�

会
員
写
真
展
（
高
文
連
写
真
部
に
展
示
場
所
の

提
供
）

㈢�
フ
ォ
ト
ツ
ア
ー（
他
団
体
と
の
共
催
で
実
施
）

㈣�

研
修
事
業
（
現
像
ソ
フ
ト
の
活
用
、
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ォ
ト
の
効
果
的
な
撮
り
方
）

㈤�

地
域
連
携
事
業
（
会
報
の
発
行
、
市
広
報
、
文

化
連
盟
、
高
文
連
支
援
、
各
報

道
機
関
等
）

㈥�

支
部
創
立
50
周
年
記
念
事
業

（
記
念
誌
発
刊
記
念
祝
賀
会
、

顕
彰
事
業
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
）

＊
恵
庭
支
部

　
恵
庭
写
真
協
会
は
、
昭
和
53
年
創
立
、
昨
年
40

周
年
を
迎
え
、
記
念
式
、
記
念
誌
作
成
、
記
念
写

真
展
を
行
い
ま
し
た
。

　
月
例
会
は
、
互
選
形
式
で
作
品
を
選
考
し
、
作

者
の
作
画
意
図
の
発
表
、
担
当
講
評
者
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
等
の
コ
メ
ン
ト
、、
会
員
の
意
見
も
あ

り
写
真
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
道
写
協
審
査
会
員
の
選
考
・
指
導
を
月

例
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
年
2
回
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
作
品
発
表
は
、
恵
写
展
、
文
化
祭
等
で
市
民
会

館
で
行
い
、
撮
影
旅
行
も
年
2
回
（
春
、
秋
）
恵

庭
近
郊
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
会
員
は
26
名
（
女
性
8
名
）
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

＊
札
幌
支
部

　
撮
影
会
日
和
の
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
7
月
7

日
、
北
海
道
開
拓
の
村
で
撮
影
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
1
0
0
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、
長
谷

川
純
一
氏
と
武
藤
省
吾
、
加
賀
谷
重
雄
、
両
審
査

会
員
の
3
名
の
指
導
に
よ
り
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
芦
別
、
室
蘭
、
旭
川
、
岩
見
沢
、
美
唄
、
小
樽

の
各
支
部
か
ら
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
感
謝
で
す
。

＊
高
橋
和
幸
審
査
会
員

写
真
集
『
懐
か
し
い
S
L
讃
姿
』
出
版

　
近
年
全
道
か
ら
姿
を
消
し
た
S
L
の
勇
姿
を
後

世
に
残
し
て
お
く
大
切
さ
を
感
じ
、
写
真
集
を
出

版
い
た
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
！

岩
見
沢
支
部
　
50
周
年

＊
　
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
＊

挨拶される中野会長

─中野会長を囲んで─

モデルにカメラを向ける参加者
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支
部
例
会
成
績

編
集
後
記

　
今
年
も
多
く
の
皆
様
か
ら
原
稿
や
写
真
を
お
寄
せ

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
ど
う
ぞ
よ
い
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。�

香
取

留
　
萌
　
支
部
長
　
崎
出
恒
夫

▽
8
月
例
会
（
18
日
　
審
査
互
選
）

①
②
澤
岡
政
江
③
川
上
正
己

▽
10
月
例
会
（
6
日
　
審
査
互
選
）

①
④
澤
岡
政
江
②
⑤
崎
出
恒
夫
③
⑤
畑
忠
幸
⑤
川
上
正
己

▽
11
月
例
会
（
10
日
　
審
査
互
選
）

①
③
松
葉
師
正
②
④
川
上
正
己
②
畑
忠
幸

恵
　
庭
　
支
部
長
　
西
澤
　
實

▽
8
月
例
会
（
20
日
　
審
査
互
選
）

①
神
能
俊
行
・
加
藤
憲
秋
・
吉
村
登
美
子
④
田
中
康
夫
⑤
村
井

正
人
・
中
岡
正
美
⑦
五
東
康
夫

▽
9
月
例
会
（
9
日
　
審
査
互
選
）

①
吉
村
登
美
子
②
村
井
正
人
③
加
藤
憲
秋
④
田
中
康
夫
・
佐
野

ミ
ヨ
・
吉
村
剛
⑦
神
能
俊
行
⑧
五
東
建
夫
・
菅
井
正
俊

▽
10
月
例
会
（
14
日
　
審
査
互
選
）

①
吉
村
登
美
子
②
西
澤
實
・
佐
野
ミ
ヨ
④
加
藤
憲
秋

菅
原
恵
子
・
中
岡
正
美
⑦
吉
村
剛
・
田
中
康
夫

▽
11
月
例
会
（
11
日
　
加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員
選
考
）

①
西
澤
實
②
吉
村
登
美
子
③
村
井
正
人
④
神
能
俊
行
⑤
吉
村
剛

⑥
中
岡
正
美
⑦
加
藤
憲
秋
⑧
佐
野
ミ
ヨ
⑨
中
村
忠
司

室
　
蘭
　
支
部
長
　
佐
々
木
曻

▽
7
月
例
会
（
26
日
　
山
下
智
審
査
会
員
選
考
）

①
②
田
村
謙
次
③
成
田
正
利
・
蒲
野
進
・
玉
木
英
雄
（
入
選
）

大
坪
恵
子
三

点
・
鳥
海
政
史

二
点
・
成
田
正

利
ほ
か

▽
11
月
例
会

（
22
日
　
浪
岡
和

雄
審
査
会
員
選

考
）

①
大
坪
恵
子
②

田
村
謙
次
・
成

田
正
利
③
齋
藤

ま
す
み
太
田
秀

樹
・
蒲
野
進

滝
　
川
　
支
部
長
　
渡
辺
精
郎

▽
5
月
例
会
（
21
日
　
審
査
互
選
）

①
花
岡
勝
美
②
萩
原
洋
子
③
三
井
高
幸
④
山
田
信
重
⑤
中
川
公
王

▽
8
月
例
会
（
28
日
　
審
査
互
選
）

①
三
井
高
幸
②
萩
原
洋
子
③
花
岡
勝
美
④
山
田
信
重
⑤
中
川
公
王

釧
　
路
　
支
部
長
　
石
川
　
隆

▽
9
月
例
会

（
12
日
　
高
橋
和

幸
審
査
会
員
選

考
）

①
蝦
名
昇

②
橋
本
憲
一

③
鈴
木
啓
司
郎

④
長
尾
芳
文

⑤
松
坂
正
彦

⑥
高
橋
米
子

▽
11
月
例
会

（
14
日
　
佐
藤
武

治
審
査
会
員
選

考
）

①
水
野
敏
幸
②
蝦
名
昇
③
林
田
定
昭
④
浅
海
信
一
⑤
中
嶋
淳
一

⑥
松
坂
正
彦

秋
期
撮
影
会
（
10
月
10
日
　
互
選
　
高
橋
和
幸
審
査
会
員
講

評
）

①
立
島
春
子
②
石
川
隆
③
中
嶋
淳
一
④
佐
々
木
せ
つ
子
⑤
橋
本

憲
一
⑥
松
坂
正
彦

札
　
幌
　
支
部
長
　
山
形
典
夫

▽
7
月
例
会
（
7
日
　
広
木
忠
雄
道
写
協
参
与
選
考
）

①
古
川
敬
子
②
大
野
信
子
③
浦
崎
毅
子
④
朝
日
均
⑤
飯
高
光
紀

▽
8
月
例
会
（
16
日
　
河
江
利
幸
審
査
会
員
選
考
）

①
安
田
敏
彦
②
渡
辺
勝
③
今
明
美
④
林
繁
造
⑤
寺
嶋
昭
三

▽
9
月
例
会
（
20
日
　
加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員
選
考
）

①
林
繁
造
②
一
戸
健
吾
③
安
田
敏
彦
④
飯
高
光
紀
⑤
浦
崎
毅
子

▽
10
月
例
会
（
18
日
　
経
塚
剛
敏
審
査
会
員
選
考
）

①
林
繁
造
②
今
明
美
③
渡
辺
勝
④
大
野
信
子
⑤
浦
崎
毅
子

▽
11
月
例
会
（
15
日
　
中
野
潤
子
審
査
会
員
選
考
）

①
飯
高
光
紀
②
古
川
敬
子
③
掛
村
一
憲
④
浦
崎
毅
子
⑤
安
田
敏
彦

岩
見
沢
　
支
部
長
　
鈴
木
佳
夫

▽
8
月
例
会
（
14
日
　
審
査
互
選
）

①
中
川
昌
子
②
松
本
久
子
③
中
神
由
美
子
④
岩
井
人
志
・
山
崎

正
義
・
高
橋
正
子

▽
9
月
例
会
（
11
日
　
審
査
互
選
）

①
③
中
神
由
美
子
①
③
中
川
昌
子
⑤
木
村
克
己

松
本
久
子
・
岩
井
郁
美

▽
10
月
例
会
（
9
日
　
審
査
互
選
）

①
輪
島
礼
子
②
②
中
川
昌
子
④
木
村
克
己
⑤
友
広
茂
夫

▽
11
月
例
会
（
13
日
　
審
査
互
選
）

①
③
鈴
木
佳
夫
②
岩
井
郁
美
④
木
村
克
己
⑤
袰
田
祥
健

函
　
館
　
支
部
長
　
松
山
浩
司

▽
7
月
例
会
（
24
日
　
石
島
忍
審
査
会
員
選
考
）

①
圡
田
多
江
子
②
菅
野
博
也
③
岩
佐
敏
子

（
入
選
）
七
崎
美
雪
・
芝
井
司
・
荒
木
憲
幸
・
菅
野
博
也
・
渡

部
啓
二
ほ
か

▽
9
月
例
会
（
25
日
　
石
島
忍
審
査
会
員
選
考
）

①
①
圡
田
弘
志
②
②
荒
木
憲
幸
③
芝
井
司
・
小
池
貞
子
（
入

選
）
松
山
浩
司
・
七
崎
美
雪
・
芝
井
司

古
川
成
由
・
菅
野
博
也
ほ
か

▽
10
月
例
会
（
30
日
　
石
島
忍
審
査
会
員
選
考
）

①
菅
野
博
也
②
松
山
浩
司
・
小
池
貞
子
③
圡
田
弘
志
（
入
選
）

七
崎
美
雪
・
渡
部
啓
二
・
菅
野
博
也

荒
木
憲
幸
・
圡
田
弘
志
ほ
か

小
　
樽
　
支
部
長
　
川
原
静
雄

▽
9
月
例
会
（
4
日
　
増
田
輝
敏
審
査
会
員
選
考
）

①
松
居
秀
昭
②
④
根
本
辰
男
③
嵯
峨
秋
雄
⑤
一
條
周
一

▽
11
月
例
会
（
6
日
　
瀧
野
邦
保
審
査
会
員
選
考
）

①
北
宏
保
②
松
居
秀
昭
③
西
谷
敏
也
④
一
條
周
一
⑤
根
本
辰
男

⑥
小
林
好
江
⑦
嵯
峨
秋
雄

三
笠
　
支
部
長
　
伊
藤
修
身

▽
9
月
例
会
（
27
日
　
加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員
選
考
）

①
④
⑤
高
橋
②
谷
内
③
⑨
古
平
⑥
⑦
澤
田
⑧
⑩
金
武

撮
影
会
（
7
月
7
日
　
加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員
選
考
）

推
薦
　
谷
内
純
哉
　
特
選
　
古
平
文
男
・
伊
藤
修
身

準
特
選
　
河
合
外
志
・
金
武
紀
雄
　
入
選
　
谷
内
純
哉
ほ
か

余
　
市
　
支
部
長
　
一
戸
弘
利▽

10
月
例
会
（
12
日
　

審
査
互
選
）

①
③
石
岡
誠
三
②
②
④

一
戸
弘
利
③
③
③
塩
野

謙
造
③
後
藤
好
江
④
後

藤
好
江

▽
11
月
例
会
（
17
日
　

審
査
互
選
）

①
③
⑤
後
藤
好
江
①
④

④
石
岡
誠
三
②
③
④
⑤

青
木
延
広

旭
　
川
　
支
部
長
　
白
鳥
敏
昭

▽
7
月
例
会
（
11
日
　
田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
④
小
山
満
②
細
川
貞
子
③
山
本
義
則
⑤
森
田
正
義

（
入
選
）
細
川
貞
子
・
佐
藤
繁
雅

臼
田
忠
雄
二
点
・
山
本
義
則
・
宮
野
和
子
二
点
ほ
か

▽
8
月
例
会
（
8
日
　
馬
場
和
美
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
⑤
佐
藤
繁
雅
②
山
本
義
則
③
小
山
満
④
森
田
正
義

（
入
選
）
山
本
義
則
・
上
平
秀
美

吉
田
祥
子
二
点
・
小
山
満
二
点
ほ
か

▽
9
月
例
会
（
12
日
　
田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
宮
崎
哲
夫
②
③
⑤
小
山
満
④
森
田
正
義

（
入
選
）
宮
野
和
子
・
佐
藤
繁
雅
・
吉
田
清
次
郎

浦
島
寛
・
山
本
義
則
ほ
か

▽
10
月
例
会
（
10
日
　
福
田
光
男
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
吉
田
祥
子
②
山
本
義
則
③
宮
野
和
子
④
小
山
満
⑤

佐
藤
繁
雅
（
入
選
）
小
山
満
・
森
田
正
義

佐
藤
祐
子
・
浦
島
寛
・
上
平
秀
実
ほ
か

▽
11
月
例
会
（
7
日
　
馬
場
和
美
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
佐
藤
繁
雅
②
山
本
義
則
③
⑤
吉
田
祥
子
④
森
田
正

義
（
入
選
）
上
平
秀
美
二
点
・
山
崎
厳

添
田
裕
子
・
小
山
満
ほ
か

9月例会1位「足がでてますよ」　カラー 蝦名昇

11月例会1位「百日」　カラー 後藤好江

9月例会1位「専心の一打」
カラー 松居秀昭

7月例会1位「出発のとき」　カラー 田村謙次
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